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Abstract 
  The kinds and shipment districts of vegetables and fruit handled by the Mie 
district wholesale market were observed, and the environmental load caused by food 
transportation was examined. The rate of the transaction volume of the vegetables 
and fruit  yielded in Mie decreased gradually from 42-47% in 1981, to 23-25% in 2011.  
Although vegetables shipped from foreign countries account for 3% of the total in recent 
years, fruits account for about 20%. The transaction volume of vegetables growing 
in other prefectures increases during Mie’s off-crop season. Compared with vegetables, 
fruits are more seasonal.  A great amount of AKIHIME（strawberry） and mandarin oranges 
are produced in Mie.  However, apples are mainly produced in Aomori and Nagano，
and bananas and oranges are sipped from foreign countries. The environmental load 
could be reduced if consumers bought vegetables and fruit producible regionally in 
the best season. A consumers’ behavioral change will be required. 
  










































 三重県地方卸売市場年報より 1981〜2011 年の野菜および果実の取扱データ（月別、産地
別、品目別）を分析した。近年の取扱高は減少傾向にあるため、総取扱量に占める産地と
品目毎の割合で比較検討した。 
 国内輸送距離はインクリメント・ピー株式会社がウエブ上で公開している MapFan Web
で計測した。外国産青果の場合は、産地、輸送経路、輸送手段、輸送距離を特定すること
は困難であるため、当該国の代表的な港から大阪港までのコンテナ船による海上輸送と仮




 フードマイレイジと CO2排出量は以下の式で求めた。 
  ﾌｰﾄﾞﾏｲﾚｲｼﾞ（t･km）＝取扱量（t）ｘ 輸送距離（km） 
  CO2排出量（g）＝CO2排出係数（g/t･km）ｘ ﾌｰﾄﾞﾏｲﾚｲｼﾞ（t･km） 
CO2排出係数
5,6)：営業用トラック 180g—CO2/t･km、外航海運（コンテナ船）22g−CO2/t･km  
             
３．結果及び考察 


































































































































































 図 3—1〜4 に 2011 年度のキャベツ、トマト、大根、白菜の取扱量上位 3地域の月別変化
を示す。県内産のキャベツは 9 月を除き年中入荷しているが、7〜10 月は取扱量が極めて
少ない。これを補うように 1〜6 月と 10〜12 月に愛知産、6〜11 月に群馬産が入荷してい
る。トマトは県内産が周年で取り扱われていて、近県の愛知、岐阜産がこれに加わる。県
内産の大根は 1〜7 月と 10〜12 月に入荷し、隙間を埋めるべく 5〜11 月に青森産が入る。
また県内産と同様の時期に千葉産が入荷し、取扱量を補完している。白菜は 1〜6 月と 11
〜12 月に県内産が、5〜12 月に長野産が入荷している。いずれも 5〜10 月は県内産が著し
く減少するか零となっており、この時期は県外産が占めている。この 4 品目の取扱量は県
内収穫量の 10〜16％にあたる。その他の野菜の取扱量は県内収穫量の 5〜10％程度で、県























































































































































































































































































 図 7—1〜3に 2011 年のみかん、章姫、幸水の取扱量上位 3地域の月別変化を示す。 
県内産のみかんは 1〜3月と 9〜12 月に、和
歌山産は 1〜2 月と 10〜12 月に入荷してい















































































































































 これら 6 品目をすべて県内で生産したと仮定して算出した CO
2
排出量と比較すると、大

















①野菜取扱量に占める県内産の割合は調査資料がある 1981 年から徐々に減少し、2011 年
には 23％であった。外国産は、近年は 3％弱に落ちついている。 
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